
昨年11月の国民大集会から半年経ちましたが、中東情勢等の影響もあり、拉致問題は一切進展がありません。
今年4月にトランプ米大統領が訪中する予定でしたが、イランの核開発に対する攻撃を行い、今イラン問題があるた
め米中会談が遅れています。北朝鮮側も、この時期に米朝会談を望んでいたようです。
家族会・救う会は、米朝会談をきっかけとして、日朝首脳会談が行われることを願っていましたが、今のところは不
明な状態です。
しかし、拉致被害者は約50年近くも、すべての自由を奪われ、家族とも会えない状況が続いています。これは絶対
に許されないことです。

家族会・救う会は、今年の運動方針として、以下のことを決めました。
親の世代の家族が存命のうちに全拉致被害者の一括帰国を実現するなら、①人道支援と、②独自制裁解除と、③国交
正常化交渉開始に反対せず、④拉致被害者の消息聞き取りを除き、帰国者から秘密を聞き出して反北朝鮮活動をしない。
だが、その期限内に全拉致被害者の一括帰国が実現しなかった場合、強い怒りを持って独自制裁強化を求める。

今回の国民大集会には総理大臣と拉致担当大臣に出席をお願いしています。北朝鮮もわが国の政権がどのような発信
をするのか注目しているはずです。救出のシンボルのブルーリボンバッジをつけてぜひお集まり下さい。

親の世代が存命のうちに
全拉致被害者の即時一括帰国を
実現せよ！国民大集会

と　き	 令和8年5月30日（土）午後2時から4時まで
開　場	 午後1時（先着順）
ところ	 砂防会館別館1階、シェーンバッハ・サボー
	 東京都千代田区平河町2-7-4 TEL:03-3261-8386
	 地下鉄永田町駅（有楽町線・半蔵門線・南北線）4番出口徒歩1分
	 5番出口（都道府県会館前）はエレベーターあり
	 赤坂見附駅（銀座線・丸ノ内線）が永田町駅に接続

登壇者	 司会：櫻井よしこ
	 ●高市早苗総理大臣（要請中）、
	 ●木原稔官房長官・拉致問題担当大臣（要請中）、
	 家族会・救う会代表、拉致議連代表、知事の会代表、地方議連代表、
	 各党代表、特定失踪者家族会代表
参加費	 無料（会場カンパ歓迎）

令和8年5月30日（土）
午後2時〜4時 シェーンバッハ・サボー

◆国民大集会参加票　警備上の必要のため、当日ご持参を。
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以下は昨年11月の国民大集会での横田拓也家族会代表、北谷昌子さんの挨拶の一部です。
◆これほど長くつらい時間が経過しているのに
横田拓也（家族会代表、横田めぐみさん弟）
13歳の若さで下校途中に北朝鮮の工作員たちによって拉致された私の姉、横田めぐみは、48年間人質として拘束され、家
族との絆を引き裂かれたままです。これほど長くつらい時間が経過しているにもかかわらず、日本国憲法で保障されている人権
は無視されたままで、私たちの大切な家族や兄弟は一切の自由を剥奪された上に、明るい明日の希望のかけらすらもない中で苦
しい時間を強いられています。
このような理不尽な状況を黙って見て見ないふりをしてはなりません。日本政府はこの問題を我がことに置き換え、迅速かつ
強く北朝鮮に解決を求めてください。
10月21日、高市政権が発足しました。日米首脳会談前の大変お忙しい状況にもかかわらず、政権発足2日後に家族会、救
う会との面会をしていただきました。心から感謝いたします。
私たちの心の内にある切迫感、残された時間がない人権問題であることをお伝えすることができました。また、高市総理のこ

の問題に対する強い覚悟と信念を真正面から感じることができました。また、トランプ大統領との面会を実現していただきあり
がとうございます。日米が拉致問題に引き続き強い関心を持ち、北朝鮮に解決を迫る姿勢を示したことは重要です。
私たちは高市総理に全幅の信頼を寄せています。密な関係を強化し、拉致問題解決に向けて共同歩調を取れればと思います。
私たちが求めていることは難しいことではありません。一方的な暴力によって拉致された全拉致被害者の即時一括帰国、それだ
けを求めています。人権の回復、明るい人生の回復を強く求めます。家族会に残された親世代は、横田めぐみの母早紀江の89歳、
一人だけです。親世代が健在のうちに全拉致被害者との再会を求めています。一刻も早い拉致被害者救出の手立てを講じてくだ
さい。
日朝首脳会談を開催し、両国にある人権人道問題を解決することで、両国が明るい未来を描けることを、高市総理の自らの言
葉に熱量を込めて、国内世論に対して、そして金正恩委員長に対して発していただきたいと思います。共に戦ってください。こ
れからもどうぞよろしくお願いします（拍手）。

◆帰ってきたら話したいことがたくさんある
北谷昌子（有本恵子さん姉）
皆様こんにちは。私は有本恵子の姉の北谷昌子と申します。本日は国民大集会に参加していただきありがとうございます。そ

して生前の両親、有本明弘・嘉代子に多くの方から励ましのご支援をいただいたこと、誠にお礼申し上げます。ありがとうござ
いました。
北朝鮮に拉致された恵子を取り戻すため、運動を続けてきた両親が恵子と再会を果たすことなく、亡くなりましたことは残念

でなりません。私は家の中が暗く悲しくなると思い、普段は恵子の話はしないように明るく前向きに生活してまいりました。両
親や兄弟たちも同じです。
恵子が帰ってきたら話したいことがたくさんあります。両親のこと、恵子を可愛がっていた二人のおばたちのことを。みんな
恵子のことは何も言わず、そっと胸に秘めて亡くなっていきました。私たちのことをおもんばかってか、父は「いい人生だった」、
「兄弟仲良くせえよ」と言うようになりました。
両親同様、引き続き皆様方のご支援をよろしくお願いいたします。ありがとうございました（拍手）。

主　催	 北朝鮮による拉致被害者家族連絡会（代表　横田拓也）
	 北朝鮮に拉致された日本人を救出するための全国協議会（会長　西岡　力）
	 北朝鮮に拉致された日本人を早期に救出するために行動する議員連盟（会長　古屋圭司）
	 北朝鮮による拉致被害者を救出する知事の会（会長　黒岩祐治）
	 拉致問題地方議会全国協議会（会長　松田良昭）

事務局	 �救う会　〒112-0013東京都文京区音羽1-17-11-905
	 電話03-3946-5780　FAX03-3946-5784　事務局長＝平田隆太郎
	 info@sukuukai.jp 　http://www.sukuukai.jp（署名用紙・ちらしのダウンロード可）

募金先	 郵便振替口座　00100-4-14701「救う会」／ゆうちょ銀行　店名019　当座　0014701
	 みずほ銀行　池袋支店（普）5620780　救う会　事務局長　平田　隆太郎（ヒラタ リュウタロウ）

5/30　国民大集会

〒100-8968千代田区永田町2-3-1内閣総理大臣 高市早苗殿
首相官邸のホームページ＝http://www.kantei.go.jp/の「ご意見募集」利用

※高市首相に全拉致被害者の即時一括帰国の
実現を求める、はがき・メールを！

警備の都合上、大きな荷物、長い棒、団体の旗、スピーカーは持ち込まないでください。
特定団体の制服での参加もご遠慮ください。


